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▲再生可能エネルギーを
▲南部環境保全センター　　　導入する大雄庁舎

(ツイッターは@blueyamarichでつぶやいています)

今
定
例
会
の
2
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

医
療
給
付
費
4
7
6
4
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
｡
こ
れ
は
'
子
育
て
支
援
の
更
な
る
強
化
策

と
し
て
'
小
学
生
の
通
院
医
療
費
を
全
額
助
成

す
る
も
の
で
す
｡
県
が
約
1
6
0
0
万
円
'
市

が
約
3
1
0
0
万
円
を
負
担
し
て
実
施
し
ま
す
｡

最
終
日
､
6
月
2
7
日
の
本
会
議
に
て
'
今
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案

6
億
6
千
万
円
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
｡
累
計
は
5
0
0
億
8
0
0
万
円

市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

(
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ま

で

｡

●
開
始
予
定
日
8
月
l
口
H

※
お
問
い
合
わ
せ
は

と
な
-
ま
し
た
｡
主
な
事
業
は
次
の
通
-
で
す
｡

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
【
7
5
8
0
万
円
】

公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電
装
置
'
蓄
電
池
な
ど
を
設
置

6
月
定
例
会
初
日
の
　
｢
所
信
説
明
｣
　
で
五
十

嵐
忠
悦
市
長
は
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
触
れ
'

2
 
3
年
度
の
決
算
状
況
は
繰
越
金
が
6
億
円
と
な

る
見
込
み
､
財
政
調
整
基
金
に
3
7
0
0
万
円

を
積
み
立
て
'
残
高
が
5
0
0
0
万
円
に
な
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
｡

今
年
度
の
事
業
運
営
に
つ

い
て
は
､
｢
財
政
健
全
化
計

画
｣
に
基
づ
き
法
定
外
線
-

入
れ
を
行
い
､
繰
越
金
か
ら

2
億
円
を
基
金
に
積
み
立
て

財
政
基
盤
強
化
を
図
る
方
針

で
す
｡
国
保
税
は
税
率
を
据

え
置
き
ま
す
が
'
課
税
所
得

が
昨
年
度
よ
り
増
加
し
て
い

る
た
め
'
1
人
当
た
り
の
年

税
額
は
増
加
と
な
り
ま
し
た

(
表
参
照
)
｡

●
福
祉
医
療
給
付
費
【
4
7
6
4
万
円
】

福
祉
医
療
対
象
者
を
小
学
校
児
童
の
外
来
分
に
拡
大

●
保
全
セ
ン
タ
ー
共
通
管
理
費
7
億
1
千
万
円
】

南
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
､
破
袋
機
等

の
修
繕

●
産
地
収
益
力
向
上
推
進
事
業
【
1
4
6
2
万
円
】

秋
田
ふ
る
さ
と
選
果
場
へ
の
糖
度
セ
ン
サ
ー

導
入
事
業

●
環
境
放
射
能
測
定
責
【
6
1
1
万
円
】

農
産
物
等
の
食
品
に
係
る
放
射
能
分
析
装
置
購
入

※
4
月
2
3
日
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
､
2
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
(
第
1
2
号
･

1
3
号
)
の
専
決
処
分
を
承
認
｡
強
風
被
害
の
復
旧
費
等
､
1
億
2
千
万
円
の
2
4
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
(
第
1
号
)
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
て
い
ま
す
｡

※
5
月
3
0
日
に
も
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
､
鶴
ケ
池
荘
の
湯
量
減
少
に
伴
う
工

事
費
等
､
4
5
2
2
万
円
の
2
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
(
第
2
号
)
を
出
席

者
全
員
賛
成
で
可
決
し
て
い
ま
す
｡
な
お
'
鶴
ケ
池
荘
は
工
事
後
､
湯
量
が
回
復

L
t
　
ほ
ぼ
通
常
営
業
の
態
勢
が
と
れ
ま
し
た
｡


